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事
業
計
画

　
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」、「
建
設
業
法
」、「
公
共

工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が
一
体
的
に
改
正

さ
れ
、
平
成
二
七
年
度
か
ら
新
し
い
基

準
等
に
基
づ
い
て
入
札
契
約
事
務
等
が

執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
改
正
点
と
し
て
、

○�

工
事
費
内
訳
書
の
全
応
札
業
者
か
ら

の
提
出
の
義
務
付
け

○�

施
工
体
制
台
帳
及
び
施
工
体
系
図
の

作
成
及
び
提
出

○�

最
低
制
限
価
格
の
適
用
範
囲
の
拡
大

○�

長
岡
市
安
全
安
心
地
域
づ
く
り
工
事

の
本
格
実
施

○�

現
場
代
理
人
・
専
任
主
任
技
術
者
の

兼
任
要
件
緩
和
措
置
の
期
間
延
長

　

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
制
度
が
運
用
さ
れ
る
な
か
で

さ
ら
に
改
善
が
必
要
な
項
目
や
、
工
事

発
注
の
平
準
化
、
適
正
な
工
期
の
設
定

な
ど
、
引
き
続
き
要
望
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
者
の
高
齢
化
や
若
年
労

働
者
の
入
職
減
に
対
応
し
た
、
担
い
手

の
確
保
と
育
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

協
会
と
し
て
も
建
設
業
の
様
々
な
課

題
の
解
決
に
よ
る
魅
力
の
向
上
と
入
職

促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
　
定
時
総
会
を
開
催

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
、
会
員
七
十
四
名
の
出
席
を
得
て
、
平
成
二
十
七
年
度
定
時
総
会
が
「
か
も
川
別
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
報
告
に
続
き
、
平
成
二
十
六
年
度
収
支
決
算
と
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認

さ
れ
、
新
し
い
事
業
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

建設業界の魅力向上のため 
　課題の解決に向け積極的に取り組みます

星 野 光 雄 会 長

　平成26年６月に、「公共工事の品質確保の促進
に関する法律」、「建設業法」「公共工事の入札及
び契約の適正化の促進に関する法律」が一体的に
改正され、業界を取り巻く環境は大きく変化をして
おります。
　長岡市におきましても、新年度から新しい基準
等に基づいた入札や契約制度等が施行されており、
変更された制度の運用状況について見極める必要
があります。
　これまでも、協会と致しましては、長岡市に対し
入札や契約制度の改善について強く要望を行って
まいりました。そのなかで、長岡市技術職員との
意見交換会や検討会などを実施し、まだ不十分な
点もありますが、平成26年度から多くの項目で改
善が進んでおります。
　今後とも工事の品質を確保するため、長岡市か
らは誠意を持って改善に向けて対応していただくこ
とになっておりますので、地域の実情に即した制
度となるように、引き続き要望活動を行い、改善
に努めてまいります。
　さらに、建設業の魅力向上に向けて、様々な課
題の解決と地域の活性化に積極的に取り組んでま
いります。特に、建設業界への若者の入職促進を
始めとした「担い手の確保と育成」対策に、関連
する諸団体と連携を図りながら進めてまいります。
　これからも、社会資本の整備を通して社会の発
展に貢献し、地域の安全と安心を担ってまいりた
いと考えておりますので、皆様のより一層のご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
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さ
ら
に
、
会
員
の
資
質
と
技
術
力
の

向
上
を
図
る
た
め
各
種
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

一�　

平
成
二
七
年
度
か
ら
新
し
い
基
準

等
に
基
づ
い
て
入
札
契
約
事
務
等
が

が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
関
連
す
る
各
種
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
長
岡
市
に
対
し
、
協
会
員

の
さ
ら
な
る
活
用
と
入
札
、
契
約
制

度
の
適
正
化
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

二�　

協
会
は
地
域
の
安
全
と
安
心
を
担

い
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た

め
、
公
益
目
的
事
業
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
た
次
の
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
ま
す
。

①�

災
害
時
の
応
急
復
旧
と
復
旧
支
援
事

業
に
迅
速
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

道
路
等
の
除
雪
、
要
援
護
世
帯
の
屋

根
雪
下
ろ
し
制
度
等
に
積
極
的
に
協

力
し
ま
す
。

②�

地
域
の
祭
り
や
行
事
に
お
け
る
清
掃

活
動
等
に
参
加
し
、
環
境
美
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

③�

建
設
関
係
の
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

④�

工
事
施
工
指
導
会
や
工
事
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
会
員

研
修
旅
行
、
視
察
研
修
、

技
術
検
討
会
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

三�　

入
札
や
契
約
制
度
の
改

正
、
工
事
施
工
上
の
課
題

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

研
修
や
研
究
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
平
成
二
十
三
年
三

月
に
制
定
さ
れ
た
「
長
岡

賑
や
か
に
情
報
交
換

　

定
時
総
会
終
了
後
、
来
賓
と
し
て
森

民
夫
長
岡
市
長
、
磯
田
達
伸
副
市
長
を

お
迎
え
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
賑
や

か
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

市
建
築
工
事
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
検
証
を

進
め
ま
す
。

四�　

会
員
に
対
す
る
情
報
提
供
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、
協
会
の
活
動

状
況
や
経
営
内
容
等
に
つ
い
て
周
知

を
図
り
ま
す
。

会  員  表  彰

　永年にわたり協会の発展に寄与
された功績で
有限会社 内藤建設　内 藤 常 治
さんを表彰しました。
　おめでとうございました。

会員の異動について（代表者の変更）
会 社 名 変　更　前 変　更　後 変　更　日

平 野 建 設 株式会社 平 野 保 雄 米 山 雷 太 平成27年２月27日

株式会社 宮 川 建 設 宮 川 ト シ 宮 川 元 直 平成27年４月21日

株式会社 多 田 組 多 田 博 義 多 田 博 昭 平成27年６月25日

会員の退会について
会 社 名 代 表 者 名 退　会　日

株式会社池田工務店 池 田 秀 之 助 平成27年７月10日

会員数（平成27年８月１日現在）82社（正会員71社、準会員11社）
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が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
建
設

業
の
魅
力
向
上
と
若
年
者
の
入
職
促
進

を
始
め
と
し
た
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
度
は
、
協

会
創
立
七
十
周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

周
年
行
事
等
の
開
催
時
期
や
事
業
内
容

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

技
術
委
員
会

　

技
術
委
員
会
は
、
土
木
・
建
築
工
事

施
工
指
導
会
を
は
じ
め
、
土
木
工
事
及

び
建
築
工
事
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
視

察
研
修
の
ほ
か
、
今
年
度
も
長
岡
市
技

術
職
員
（
長
岡
市
建
設
技
術
協
会
）
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
委
員
会
と
と
も
に
、
入

札
契
約
制
度
の
改
正
や
工
事
施
工
上
の

課
題
な
ど
に
対
し
て
、
研
修
と
研
究
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
特
別

委
員
会
で
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
制

定
さ
れ
た
「
長
岡
市
建
築
工
事
設
計
変

更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
運
用
状
況
に
つ

い
て
検
証
作
業
を
進
め
ま
す
。

委
員
会
の
活
動

　

平
成
二
十
七
年
度
も
総
務
委
員
会
と
技
術
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
研
修
、
親
睦
、
社
会
貢
献
活
動
等
の
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
は
、「
な
が
お
か
建
設

だ
よ
り
」
の
発
行
を
は
じ
め
、
会
員
研

修
旅
行
や
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、
各

地
域
の
環
境
美
化
活
動
、
建
築
セ
ミ

ナ
ー
、
建
設
産
業
講
演
会
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
担
い
手
の
確
保
と
育
成
」

主な活動の日程と内容
【全　　　体】

月 日 項 　　　　目
４月27日 平成27年度定時総会
１月 新年会（新潟県建設業協会長岡支部と合同）

【総務委員会】
月 日 項 　　　　目
８月１日 「ながおか建設だより」第79号発行

９月27日～９月29日 会員研修旅行（新潟県建設業協会長岡支部と合同）
10月27日 会員親睦ゴルフ大会（長岡カントリー倶楽部）
11月 建築セミナー2015
12月 建設産業セミナー
１月15日 「ながおか建設だより」第80号発行
環境美化活動
４月24日・28日 桜まつりの会場設営及び清掃（小国地域）
８月３日・４日 長岡まつり大花火大会の会場早朝清掃（長岡地域）
10月 こしじ秋まつりの会場清掃（越路地域）
２月 とちお遊雪まつりの会場設営（栃尾地域）
３月 古志の火まつりの会場後片付け（山古志地域）

【技術委員会】
月 日 項 　　　　目

７月17日 土木・建築工事施工指導会
９月15日 土木工事安全パトロール
10月13日 視察研修
11月 長岡市技術職員（長岡市建設技術協会）との意見交換会
12月 建築工事安全パトロール

※　日程と内容は決まり次第ご案内します。

長岡市建築工事設計変更ガイドライン検討委員会（長岡市担当課との意見交換会）
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土
木・建
築
工
事
施
工
指
導
会

平
成
二
十
七
年
度
安
全
功
労
者
表
彰

工
事
現
場
の
安
全
管
理
の
徹
底
と 

質
の
高
い
施
工
を

　

技
術
委
員
会
主
催
の
「
土
木
・
建
築

工
事
施
工
指
導
会
」
を
、
七
月
十
七
日

さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
六
階
大
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

長
岡
市
か
ら
、
細
山
工
事
検
査
監
、

契
約
検
査
課
の
稲
川
総
括
副
主
幹
、
市

野
総
括
副
主
幹
、
渡
邉
総
括
主
査
、
武

工
事
契
約
係
長
を
講
師
に
迎
え
、
工
事

担
当
者
等
八
十
五
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

指
導
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

①�　

平
成
二
十
六
年
度
の
工
事
成
績

②�　

建
設
現
場
の
事
故
防
止

③�　

最
近
の
建
設
産
業
に
係
る
法
律
改

正
の
概
要

④�　

法
律
改
正
に
伴
う
入
札
契
約
事
務

の
留
意
事
項

な
ど
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
と
比
較
し
た
各
工

種
別
の
平
成
二
十
六
年
度
の
工
事
成
績

を
は
じ
め
、
労
働
災
害
の
発
生
状
況
や

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
の
概
要
、

建
設
業
法
及
び
公
共
工
事
の
品
質
確
保

の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
内
容
、
入
札
時
の
工
事
費

内
訳
書
の
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
、
事

例
を
交
え
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
工
事
現
場
の
安
全
管
理
を

徹
底
し
、
事
故
の
防
止
と
と
も
に
、
技

術
力
の
向
上
と
質
の
高
い
施
工
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

五
月
二
十
一
日
、
長
岡
建
設
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
建
設
業
労
働
災

害
防
止
協
会
新
潟
県
支
部
長
岡
分
会

（
田
尻
正
敏
分
会
長
）
の
通
常
総
会
で

次
の
方
々
が
安
全
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

賞名 会　　社　　名 氏　　　　　　名

功
　 

労 

　
賞

㈱ 曙 建 設 木 村 貞 則
㈱ 星 野 組 川 又 英 樹
㈱ 山 﨑 組 鈴 木 利 二
渡 長 建 設 ㈱ 久 賀 　 仁
渡 長 建 設 ㈱ 吉 水 賢 市

賞名 会　　社　　名 氏　　　　　　名

功
　
績
　
賞

㈱大久保土建 川 上 和 人
小 川 興 業 ㈱ 小 川 慎 司
㈱ 多 田 組 廣 川 哲 也
㈱ 山 﨑 組 河 内 英 一
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先
日
「
あ
の
人
の
一
冊
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
Ｎ
Ｃ
Ｔ
（
長
岡
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
）
の
取
材
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
蔵
書
家
で
も
読
書
家
で
も
な

い
私
が
と
思
っ
た
が
、
そ
の
一
冊
「
世

界
の
酒
」
を
選
び
だ
し
た
。

　

そ
の
本
は
三
十
年
ほ
ど
前
に
上
越
高

田
の
造
り
酒
屋
の
社
長
に
頂
い
た
。
昭

和
三
十
二
年
に
書
か
れ
た
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
の
岩
波
新
書
で
、
す
で
に
廃
刊
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
何
処
か

ら
か
取
寄
せ
ら
れ
て
郵
送
い
た
だ
い
た
。

　

著
者
・
坂
口
謹
一
郎
氏
は
上
越
の
偉

人
、
酒
の
博
士
、
日
本
酒
の
み
な
ら
ず

ワ
イ
ン
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
含
む
近
代
日

本
の
酒
造
り
の
父
で
、
世
界
に
通
じ
る

醸
造
学
の
権
威
で
あ
り
、
酒
を
愛
す
る

歌
人
と
し
て
、
学
術
を
超
え
て
人
を
育

て
た
方
だ
と
社
長
に
聞
か
さ
れ
た
。

　
「
世
界
の
酒
」
は
戦
後
の
昭
和
二
十

五
年
の
秋
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
、
欧

米
の
十
二
ヶ
国
を
訪
れ
た
紀
行
文
で
、

つ
の
新
し
い
機
械
を
日
本
へ
売
る
と
、

ま
も
な
く
同
じ
も
の
が
百
も
戻
っ
て
く

る
と
い
う
の
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
嫌
が
ら

せ
で
あ
る
」
と
ド
ラ
マ
「
マ
ッ
サ
ン
」

が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
こ
と
を
証

明
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
「
日
本
の
酒
」「
愛
酒
楽
酔
」

な
ど
の
酒
と
歌
の
名
著
を
上
梓
さ
れ
て

い
る
坂
口
博
士
は
、
最
上
の
酒
に
つ
い

て
「
私
は
、
平
素
自
己
流
の
酒
の
鑑
定

の
秘
訣
と
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
な
ん

の
さ
わ
り
も
な
く
ス
ル
ス
ル
と
水
の
よ

う
に
飲
め
る
も
の
を
良
酒
と
す
る
こ
と

で
、
う
ま
い
と
感
じ
た
り
、
濃
い
と
感

じ
た
り
す
る
の
は
必
ず
駄
酒
で
あ
る
」

と
結
ん
で
い
る
。

※
「 

」
内
「
世
界
の
酒
」
か
ら
引
用

分
の
一
近
く
に
な
る
の
で
、
だ
ぶ
つ

い
た
葡
萄
酒
は
た
ち
ま
ち
処
分
さ
れ

た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
効
き
目

の
よ
い
こ
と
と
容
積
の
小
さ
い
こ
と

の
た
め
に
…
海
の
荒
武
者
ど
も
の
愛

用
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
世
界
の
果

て
ま
で
名
声
が
轟
き
わ
た
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。

　

ウ
ィ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
は「
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
山
の
中
の
人
達
の
常
用

す
る
粕
取
り
ど
ぶ
ろ
く
級
の
位
置
に

し
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。チ
ャ
ー

チ
ル
の
著
書
に
も
、『
我
が
父
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
山
野
へ
猟
に
出
か

け
た
時
で
で
も
な
け
れ
ば
、
ウ
ィ
ス

キ
ー
な
ぞ
は
決
し
て
口
に
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
彼
の
時
代
の
飲
み
物

は
ブ
ラ
ン
デ
ー
・
ソ
ー
ダ
で
あ
っ
た
』

イ
ギ
リ
ス
の
富
有
階
級
が
、
ど
う
し

て
こ
の
山
間
の
地
酒
を
尊
重
す
る
よ

う
に
な
っ
た
か
？
」と
書
い
て
い
る
。

　

そ
し
て
六
十
年
前
、
日
本
の
ウ
ィ

ス
キ
ー
技
術
が
世
界
の
水
準
に
あ
っ

た
と
断
言
し
て
い
る
。「
し
か
し
、

日
本
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
或
る
も
の
が
、

ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
比
し
、
段
違
い

に
優
れ
て
い
る
と
い
う
説
に
つ
い
て

は
、
お
そ
ら
く
異
論
の
あ
る
人
は
少

な
か
ろ
う
と
思
う
。」
そ
し
て
「
一

あ
ら
た
め
て

読
ん
で
み
て

も
各
国
の
人

と
酒
の
描
写

が
慈
愛
深
い
。

　

フ
ラ
ン
ス

で
は
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
の
裏
町
に
下

宿
し
て
、「
食
事
は
そ
の
辺
の
縄
の

れ
ん
式
の
小
料
理
屋
で
」で
楽
し
み
、

ド
イ
ツ
で
は
昼
時
「
子
供
連
れ
な
ど

の
場
合
に
は
、
ビ
ー
ル
を
さ
じ
で
す

く
っ
て
幼
児
に
飲
ま
せ
て
い
る
の
も

見
う
け
」、「
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
ど
で
、
湯
気
の
立
つ
白
ソ
ー
セ
ー

ジ
を
さ
か
な
に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い

る
」
と
人
と
酒
の
情
景
を
楽
し
く

語
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
広
い
学
識
と
柔
軟
な
観
察

眼
で
「
世
界
の
酒
を
見
渡
す
と
、
大

物
は
ま
ず
葡
萄
酒
と
ビ
ー
ル
に
と
ど

め
を
さ
す
。
そ
の
ほ
か
は
、
葡
萄
酒

を
蒸
留
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ー（
コ
ニ
ャ
ッ

ク
）、
ビ
ー
ル
を
蒸
留
し
た
ウ
ィ
ス

キ
ー
が
主
で
あ
る
。」
と
切
り
出
し
、

そ
の
蒸
留
の
起
源
に
つ
い
て
「
そ
の

ま
ま
で
は
品
質
の
よ
く
な
い
ぶ
ど
う

酒
が
、か
え
っ
て
極
上
の
ブ
ラ
ン
デ
ー

に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
…
容
積
が
十

会員随想・・・思 いを馳せる

写真は全てNCTの番組「あの人の一冊」から
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「
私
の
一
冊
」
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